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ビクトリア朝の女性ファッションは、ジゴ袖とくるぶし
が見えるスカート丈のロマンチック・スタイルから、巨大な
スカートのクリノリン・スタイル、そして臀部を強調したバッ
スル・スタイルへと変化した。さらには唯美主義の影響、
衣服改革運動などの反装飾的な提案があり、女性は着飾る
意識を変えていく。本書は当時の流行の担い手だったミド
ルクラスの女性の衣服への意識変化と、それをもたらした
テクノロジーの関わりを考察するものである。
例えばクリノリン・スタイルの流行には、大量かつ安価に
鋼を作れる転炉法の製鉄技術が必要だった。巨大なスカー
トの形を保つには、女性はその下に何枚もの重いペチコー
トか、鯨骨や藤、木材で作られた骨組み、クリノリンをはく
必要があったが、そのクリノリンが軽い鋼の針金の輪（フー
プ）をつないで作れるようになったのである。軽く柔軟性
に富み動作の制限が少ないフープ・クリノリンは鉄道の発
達と相まって女性の外出機会を増やすことにつながった。
クリノリン・ドレスと同時に流行し、着こなしがファッショ
ン化した多種多様な「模造品ショール」も、蒸気機関で動
く銅板ローラー捺染機の考案（1825年）、産地のペイズリー
へのジャガード織機導入（1834年）、アニリン染料のモーブ
（1856年）やマゼンダ（1859年）の開発が生み出した。「模造」
とは、高価なインド産カシミア・ショールを模して英国で
製造されたことを意味するが、色や柄、素材などの豊富な
バリエーションで階級を超えて流行した。
この時代のエポック、既製服に関しても本書では多くの
頁が割かれる。既製服の成立には、ミシンと型紙（パターン）
という技術革新があり、新業態として興ったデパートもそ

の普及を促した。
ミシンは英国では既製服の大量生産のためにまず服飾産
業に導入されたが、60年代に米国のシンガーが理想の主婦
のたしなみとして販売し、家庭にも普及していったという。
40 年代から続くファンシーワーク（部屋を飾る手工芸）
の流行とミシンの先進イメージで、それまでお針子がする
過酷な労働としか考えられていなかった裁縫が、ミドルク
ラス女性に生活の一部として受容されていった。本書では
雑誌付録などでドレスの型紙が容易に入手できるように
なったことも家庭裁縫の一般化の要因として紹介される。
こうした裁縫を通じた触覚的経験から、女性は衣服に快
適さを求めるようになる。70年代末からの唯美主義のブー
ムや、芸術的で有用性や個性を生かすことの重要性を主張
した唯美主義ドレスの提案（M・E・ホイス）、A・C・カーの「エ
ステティックドレス」の商品化などが、この意識改革を後
押しした。この意識改革は、女性がコルセットでウエスト
を締め上げるタイトレーシングのスタイルから決別する重
要な契機ともなったのである。
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